
                                                

 

おうちの人
ひと

といっしょに読
よ

もう 佐賀市川副学校給食センター          TEL 0952－45－0374  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１２月 

 日
ひ

が暮
く

れるのが早
はや

くなり、朝
あさ

晩
ばん

の冷
ひ

え込
こ

みがいっそう厳
きび

しく感
かん

じられるようになりました。新
しん

型
がた

コロナウイルスが発
はっ

生
せい

してからというもの、さまざまな感
かん

染
せん

症
しょう

が季
き

節
せつ

に関
かん

係
けい

なく流
りゅう

行
こう

するようになってしまいました。感
かん

染
せん

を拡
かく

大
だい

させないた

めに、日
ひ

ごろから一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

が予
よ

防
ぼう

を意
い

識
しき

することが大
たい

切
せつ

です。 

 さて、もうすぐ待
ま

ちに待
ま

った冬
ふゆ

休
やす

みです。楽
たの

しい年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

を過
す

ごせるように、以
い

下
か

のことに気
き

をつけましょう。 

冬
とう

至
じ

は、１年
ねん

で最
もっと

も太
たい

陽
よう

の出
で

ている時
じ

間
かん

が短
みじか

くなる日
ひ

で、この日
ひ

を境
さかい

に少
すこ

し

ずつ日
ひ

が長
なが

くなっていくことから、「一
いち

陽
よう

来
らい

復
ふく

」（冬
ふゆ

が終
お

わり、春
はる

になること）とも

呼
よ

ばれます。昔
むかし

の人
ひと

は、太
たい

陽
よう

の力
ちから

が弱
よわ

まると人
にん

間
げん

の運
うん

気
き

も衰
おとろ

えると考
かんが

えていた

ことから、冬
とう

至
じ

の日
ひ

に、かぼちゃやあずきを食
た

べて力
ちから

をつけ、ゆず湯
ゆ

で身
み

を清
きよ

め

て、幸
こう

運
うん

を呼
よ

び込
こ

み、無
む

病
びょう

息
そく

災
さい

を願
ねが

う風
ふう

習
しゅう

が生
う

まれました。 



 

 

 

 

新
あたら

しい年
とし

の始
はじ

まりとなるお正
しょう

月
がつ

には、おせち料
りょう

理
り

やお雑
ぞう

煮
に

といった正
しょう

月
がつ

料
りょう

理
り

を家
か

族
ぞく

みんな

で食
た

べて、１年
ねん

の無
ぶ

事
じ

を祈
いの

る習
しゅう

慣
かん

があります。ご存
ぞん

じのように、お雑
ぞう

煮
に

は地
ち

域
いき

や家
か

庭
てい

によって異
こと

なり、使
つか

う食
しょく

材
ざい

、味
あじ

つけ、もちの形
かたち

、調
ちょう

理
り

法
ほう

など、実
じつ

にさまざまです。 

 

沖
おき

縄
なわ

県
けん

には、お雑
ぞう

煮
に

を食
た

べる食
しょく

文
ぶん

化
か

はな

く、豚
ぶた

肉
にく

の内
ない

臓
ぞう

を使
つか

った「中
なか

身
み

汁
じる

」を食
た

べます。 

代
だい

々
だい

受
う

け継
つ

がれてきたものだけではなく、時
じ

代
だい

の流
なが

れに合
あ

わせて新
あたら

しいお雑
ぞう

煮
に

も誕
たん

生
じょう

しています。地
ち

域
いき

色
しょく

豊
ゆた

かで多
た

種
しゅ

多
た

様
よう

なお雑
ぞう

煮
に

は、大
たい

切
せつ

にしていきた

い日
に

本
ほん

の食
しょく

文
ぶん

化
か

の一
ひと

つです。 


